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【はじめに】 

 私たち府中市美術館運営協議会は、諮問事項「府中市美術館 第２期（２０２０～

２０３９年）の展望」について、平成３０（２０１８）年１２月から令和２（２０２

０）年８月までの２年間にわたって計４回の協議を重ねた。 

 府中市美術館は、平成１２（２０００）年の開館以来、２０年にわたって個性的か

つ積極的な活動を展開してきた。独創的な視点から構成された数々の企画展は、府中

市民のみならず市外からも多数の鑑賞者を迎え好評を博すとともに、全国の有識者か

らも高く評価されるレベルの高いものであった。 

 公開制作やアートスタジオ、小学校・中学校美術鑑賞教室といったさまざまな教育

普及活動は、多彩な年齢層に対して美術と触れ合う機会を提供し、市民の文化的生活

の充実に多大な貢献を果たしてきた。 

 一方で、開館以来年月を重ねたことで、施設の老朽化や不具合なども散見されるよ

うになってきた。 

 また、今後２０年間の活動を展望する上では、時代や社会の変化に適切に対応しな

がら、さらなる所蔵品の充実、事業の拡充、施設の改善を図る必要がある。 

 本答申書は、府中市美術館の２０年間の活動を振り返りながら、これまでの活動の

なかで継承すべき点、拡充すべき点、改善すべき点などを指摘することで、今後２０

年間の理想的な在り方を提言するものである。 

 

 

【作品収集活動】 

 作品の収集とその適切な保存・管理は、美術館の基盤となる活動であり、極めて重

要である。 

 府中市美術館では、「江戸時代の絵画」「明治から昭和にかけての洋画」「府中及び多

摩にゆかりのある作品」など、これまでに約２千３百点の作品を収集し所蔵してきた。

それらの作品は、常設展示や所蔵品企画展などで随時公開されるほか、他館への貸し

出しなどでも活用されている。平成２９年度末には府中市美術品購入基金（２億円）

が新設され、平成２３年度以降途絶えがちであった作品購入が行える態勢となったこ

とは、たいへん喜ばしい。 

 しかし、府中市美術館のコレクションは、いまだ多くの発展の余地を残してもいる。

今後は、これまで収集してきた作品群の不足部分や周辺領域を補完し拡充するような

作品の収集を進める必要がある。その一方で、コレクションの核になるとともに、市

民の誇りとなり、また市外にも広くアピールするような名作の獲得も望まれる。質と

量の両面からコレクションの充実を図るためには、機動的で継続的な作品購入が行え

るように、美術品購入基金を維持し続け、さらには増額していかなければならない。 

 また、これらのコレクションには、収蔵作品の適切な保存・修復・管理が必須であ

る。市民の貴重な文化資源を永年にわたって保持するためには、作品修復のための経

費を十分に確保し、効率的に執行していかなければならない。安全な収蔵スペースを

確保し続けるためには、今後の２０年間で確実に収蔵庫の増設も必要となっていく。



さらに、所蔵作品のデータを整備・完備して、それをウェブなどで公開することで、

内外の美術愛好家の利用に資するように、積極的に取り組んでもらいたい。そのため

の予算拡充も大いに望まれる。 

 

 

【展覧会活動】 

 調査研究に基づいた作品収蔵と展覧会の開催は、美術館活動の両輪である。 

 府中市美術館では、「へそまがり日本美術」（平成３１年３月）など日本近世絵画を

ユニークな視点で紹介する展覧会、「おかえり『美しき明治』」（令和元年９月）など日

本近代絵画の動向を独自の切り口でとらえた展覧会、「青木野枝展」（令和元年１２月）

など現代美術の魅力を紹介する展覧会、夏休み期間にあわせて開催する子ども・家族

を対象とした教育普及的内容の所蔵品企画展など、多彩で独創的な企画を積極的に展

開してきた。これらは、市民をはじめとする多くの来館者を集めるとともに、テレビ

や新聞などのマスメディアで広く取り上げられている。さらに、従来の美術史とは異

なる新鮮な視点から作品を紹介する当館の取り組みは、文化史などの専門家の間でも

高く評価されている。 

 これらの実績は府中市美術館の最大の強みであり、今後も学芸員の企画力あふれる

独自展覧会を継続していくべきである。さらに、開館３０周年、４０周年といった節

目の折には、美術館の企画力を最大限に発揮するとともに、市民の期待に応える大規

模な展覧会の開催を望む。 

 学芸員が企画内容の充実により専念するとともに、来館者に優れた展示空間と鑑賞

体験を提供するためには、美術館内に展示デザインなどのための専門スタッフを増員

配置することも、ひとつの方策である。 

 その一方で、ウェブの充実をはじめとする情報環境の変化にも呼応した展示活動の

紹介などを、模索してほしい。新型コロナウイルスの感染拡大のため閉館や企画展の

中止を余儀なくされた期間に、代替となる展覧会を直ちに準備・開催したり、ホーム

ページ上にオンライン美術館を開設したりと、素早い対応ができたことはとても良い

ことである。これからも、感染症や災害などのリスク発生時でも、美術館が提供する

市民サービスの著しい低下を招かないような方策を、検討していってもらいたい。 

 

 

【教育普及活動】 

 教育普及活動は、当美術館と市民ら利用者を多角的な方法で結びつけるために、欠

かせない活動である。 

 府中市美術館では開館以来、ユニークかつバリエーションに富んだ教育普及活動を

展開してきた。 

 現役の美術家を招聘し美術館内で継続的に活動してもらうことで作品制作のプロセ

スとテクニックを実見できる「公開制作」は、全国の美術館のなかでも類を見ないも

のであり、市民と美術の接点として極めて意義深い。 



 府中市立の小学校・中学校と連携した「美術鑑賞教室」では、児童生徒に美術鑑賞

の機会を提供し、着実な教育成果を上げている。今後、教育現場の ICT（情報通信技

術）化や教科書改訂が進められていくなか、美術館にはさらに学校教育との連携を強

化し、新たな取り組みを行っていってもらいたい。 

 成人への教育普及活動は、より充実すべきとの指摘が以前よりなされているが、こ

の課題を実現すべく具体的な施策を提示し実行して欲しい。土曜日に定期的に開催す

る「アートスタジオ」では、「美術館の楽しみ方」「ワークショップ」など、多彩な

年齢層に対してトークプログラムや制作プログラムを展開している。これらを継続し

ながら、学習意欲の高い市民も、どんどん引き込んでいって欲しい。 

 今後はこれらの活動に加えて、より幅広い年齢層に対して重層的に教育普及サービ

スを提供していく必要がある。例えば現状では、小学生向けのプログラムが極めて充

実しているのに対して、高校生・大学生に対するものは手薄に感じられる。同じよう

に、高齢者を対象とした事業や外国語話者を対象とした事業など、美術館が文化・言

語・国籍や年齢・性別・能力などの違いにかかわらず、出来るだけ多くの人が集い交

流する場となるよう、一層の工夫が求められる。 

 

 

【施設整備】 

 作品の保管や展示といった美術館の基本的な活動を維持し、来館者の鑑賞体験・文

化体験の満足度を上げるために、施設の整備は不可欠である。 

 開館以来２０年を経過した府中市美術館では、残念ながら施設面での老朽化や不具

合が散見される。他の美術館ではおおよそ３０年目までには大規模な改修の必要性に

迫られている。当館においても、長期的な視点に立った施設の長寿命化と、時代に呼

応した設備の充実が求められる。 

 作品保存のためには、温度や湿度を適切に制御する空調設備の補修・更新や、セキ

ュリティ設備の充実が欠かせない。予算をにらみながら機器を検討し交換を行うこと

で、適切で精密な保全展示環境が実現できるとともに、ランニングコストの削減も図

れよう。 

 照明設備においても、多発する不具合を解消するとともに、ハロゲン灯を含む白熱

灯や蛍光灯などの従来型照明が将来的に廃止されることに対応しながら、良好な鑑賞

環境へと改善する必要がある。展示室はもとより収蔵庫や事務スペースを含む館内の

すべての照明設備を低燃費のＬＥＤに変更し、ランニングコストの大幅な削減、設備

の長寿命化、発熱量の抑制による空調設備への負荷軽減を図ることは、有効な手段で

ある。 

 美術館南側にある盛土は、現状、美術館の正面観を大きく妨げている。この盛土を

撤去し多目的な広場に再整備することで、都立府中の森公園とも一体となった新たな

活動の場を設け、敷地を有効活用することが可能となろう。カフェテリアの拡充など

大胆な改修も視野に入れた検討を望む。 

 現状の臨時駐車場は美術館から離れた場所にあり、利便性は必ずしも高くはない。



美術館北側の基地跡地整備に際しては、現在地よりも美術館に近接した場所に駐車場

を整備し、利便性の向上を図ることが望ましい。いずれにせよ当該運営機関との交渉

や連携が必要となろう。 

 高齢化社会がますます進行するとともに、ハンディキャップを持つ方々の社会進出

が望まれるなか、美術館の施設もさまざまな来館者に対応したものに更新していく必

要がある。展示室がある美術館２階からの降下用エスカレータの新設かエレベーター

の増設、美術館直近の専用駐車場の確保など、より一層のバリアフリー化を進めなけ

ればならない。 

 美術作品はもちろん図書資料などの収蔵スペースの増設、ウェブ時代に対応したオ

ンライン環境の整備、映像機器や音響機器の更新など、時代の変化に対応した施設や

設備の改善と充実も必要である。 

 

 

【広報活動】 

 美術館の活動をより多くの方々に周知し参加してもらうためには、積極的で効果的

な広報活動が不可欠である。 

 令和２年度中にホームページのリニューアルがなされるとのことであるが、動画で

館内紹介ができるなど、デザインや操作性に優れた十分な情報容量のものになること

を期待する。将来的には、展覧会や教育普及活動の情報ばかりでなく、所蔵作品や所

蔵図書のデータ、動画を利用した館内紹介、ＳＮＳを活用した混雑情報発信など、ウ

ェブを活用した広報活動に一層取り組む必要がある。現在の府中市美術館のホームペ

ージは、市の行政サイトの派生でしかなく、他の美術館に比べて大きく見劣りがする

し、機能面でも制約を受けている。ホームページの充実を図るためには、市のサイト

から独立した独自のサイトを開設する必要がある。 

 その一方で、美術館周辺はもとより、府中駅や東府中駅といった美術館へのアクセ

ス拠点、美術館にいたる主要道路沿いには、美術館への交通案内や催事案内を掲出す

るなど、基本的な周知広報活動の拡充も求められる。 

 この他、マスメディアや地域メディア、地元近隣公共交通機関内の広告、地元商店

街や地域コミュニティでの広報などを通して、市内で美術館の情報の周知を幅広く行

っていくべきである。特に府中駅構内での告知看板は、電車を待つ人や帰宅する人の

心に留まり府中市民には有効である。 

 これらの広報活動を展開するにあたっては、ハンディキャップのある方や外国語話

者への対応など、ユニバーサル・デザインの視点も必須となろう。館名のロゴを統一

することも重要である。 

 ウェブなどの新たなメディアと看板などの従来メディアの両面から、さらなる広報

活動の充実を模索しなければならない。さまざまな工夫を行うためには、広報活動に

対応する人材の育成と、十分な予算措置を行わなければならない。 

 

 



【連携活動】 

 美術館は、それを取り巻くより広範な環境のなかにある社会的存在であり、周辺の

さまざまな人々や機関との連携は、活動の一層の充実のために検討していかなければ

ならない課題である。 

 府中市美術館は、都立府中の森公園のなかに立地し、周辺には府中の森芸術劇場、

府中市生涯学習センター、府中市立中央図書館、市民会館などの文化施設がある。こ

れらの諸施設との連携を進めることは、府中市の文化の拡充に大きく寄与するもので

ある。 

 小学校・中学校・高等学校・大学などの学校教育機関との連携や、近隣美術館との

ネットワーク作りも必要である。さらに全国各地の美術館との連携についても、これ

まで行ってきた作品貸借や共同企画展にとどまらず、共同研究や人材交流など積極的

に取り組んでいってもらいたい。美術館事業の評価測定を行い、他美術館と情報を共

有することで、利用者により満足のいく企画を考案できると思われる。 

 さらに、地元の若手作家の育成や、地域の美術資源の調査・活用など、地域社会と

の連携も、府中市立の美術館として検討し取り組んでもらいたい。府中市の活性化を

図ることも視野に入れながら、地域全体の文化行政全体の主導的役割を担ってほしい。 

 

 

【美術館と市民】 

 広報活動や教育活動の問題点は、平成２４年の運営協議会の答申書以降、毎回進言

されながら、あまり進展していないように見受けられる。 

 この２０年間で美術館本体の魅力が備わりつつあるなか、今後の２０年間は展覧会

や教育普及事業の実施にとどまらず、美術館は市民による支持母体の形成に力を尽く

すべきであると考える。 

 企画展以外にも美術館への興味を惹きつけ、美術館の存在を内外に広く知ってもら

うことは、府中市美術館のブランド力（知名度・信頼感・愛着）を上げるとともに、

府中市の文化向上に寄与することになると考える。府中市美術館には大きな期待がか

かっており、市民の誇りとシンボルになって欲しい。そのための予算の計上と専門的

な人材も必要となる。 

 府中のアートシーンをより高めるという視点に立った独自企画を立案し、将来的に

は定期的に開催してもらいたい。それを府中市の文化事業の一つとして定着させ、新

進のアーティストの登竜門や、文化・芸術活動をしてきた人々と連携を深める場とな

って欲しい。 

 

 

【おわりに】 

 府中市美術館は、開館以来の２０年間にわたって極めて充実した活動を展開してき

た。その背景には、単に美術館とその職員の努力にとどまらず、公立直営館として府

中市全体の理解と協力のもと安定した運営を行えてきたことがあげられる。今後２０



年の活動をより一層充実したものにするためにも、今後もこの体制を維持していって

もらいたい。 

 その上で、府中市美術館は、すべての市民に親しまれ、誇りに思われ、さらには府

中市の文化的シンボルとなるように、その活動を行っていかなければならない。作品

の収集、保存、展覧会、教育普及、調査研究といった基礎的活動においては、これま

での成果を踏まえるとともに、府中市の美術館としての存在意義を見失わないように

しながら、さらなる発展を望む。また、広報や連携、施設整備の面では、時代の変化

を的確につかみながら柔軟な展開をしていかなければならない。 

 令和２年２月以降の新型コロナウイルス感染症の拡大により、人々の行動様式や社

会生活のあり方は大きな見直しを迫られることになった。日本の美術館界においても、

これまでのような大規模な集客を前提とした大型国際展の開催や直接対話による教育

普及活動の実施などは、今後しばらくの間は困難を伴うであろう。しかし府中市美術

館には、収蔵作品の活用やウェブを活用したプログラムの提供などの方策を取り入れ

て直近の状況に対応する一方で、これまで以上に「市民と美術」「市民と美術館」を結

びつける充実した活動を続けていってもらいたい。 

 府中市美術館のより一層の発展を期待して、答申書を提出する。 

 

 

 

 

 令和２年８月 
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